
５年 ステップ 

 

１ 下の直方体や立方体の体積を求めましょう。 

 （１）            （２）              （３）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２１６ｃｍ３ ）   （  ２７ｃｍ３ ）   （  ６ｍ３   ） 

 

２ 直方体の体積は，次の公式で求められます。 

 

 

  このことを次のように説明しました。右の図を見 

ながら   の中にあてはまることばや数を書きま 

しょう。 
 

 （１）直方体や立方体のかさは，                 が何個分ある 
 

かで表します。 

 

 （２）１段
たん

めのたてには    個，横には    個 
 

   （１）の大きさの立方体が並びます。 

 

 （３）そうすると，１段目には（１）の大きさの立方体が， 
 

         個分あります。   の公式でこれを表し 
 

ている部分が        になります。 

  

 （４）次に（３）の立方体が    段積めるので，右上 
 

の直方体の体積は（１）の大きさの立方体が 
 

              個分あるから，    cm３
 

 

   となります。 

 

２ 直方体や立方体の体積 

学

年 

  

組 

 氏

名 

 

直 方 体 の 体 積 ＝ た て ×横 ×高 さ  

 

 

１辺が１ｃｍの立方体（１ｃｍ３） 
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４ × ５ × ３ 

 

６０ 

6cm 

6cm 
6cm 

2cm 

4.5cm 

3cm 3cm 

4cm 

3cm 

5cm 

2.5m 

2m 

1.2m 



３ 右のような形の体積を求めましょう。 

 

 

 

  

（１） 下の図を見て，しげるさんの考えを 

式に書きましょう 

 

A の式 ５×１０×４＝２００ 

B の式 ５×４×（６－４）＝４０ 

答えを求める式 

５×１０×４＋５×４×（６－４）＝２００＋４０ 

                                 ＝２４０ 

                答え（ ２４０cm３ ） 

                   

 

                   

 

                   

 

 （２） ちかこさんの式を見て，ちかこさんの考えを図やことばで説明しましょう。 

 

                  式 ５×１０×６－５×６×２＝３００－６０ 

                                 ＝２４０ 

                  答え（ ２４０cm３ ） 

                   

 

                  

（ちかこさんの考え）※左上の図に線や長さをかいてみよう。 

（ことばの説明）  まず，全体の体積を求めます。５×１０×６＝３００ 

 次に，点線で囲んでいる小さな直方体の体積を求めます。５×６×２＝６０ 

 全体の体積から 点線で囲んでいる小さな体積を引くと，３００－６０＝２４０となり，  

この図の体積が求められます。 

 

 （３）まさしさんの式を見て，まさしさんの考えを図やことばで説明しましょう。 

                   

式 ５×４×（６＋６）＝５×４×１２ 

                             ＝２４０ 

                  答え（ ２４０cm３ ） 

                   

 

 

（まさしさんの考え）※左上の図に線や長さをかいてみよう。 

（ことばの説明） たてに補助線を引いて，この立体を Aと B の２つの直方体に分けます。 

 次にＢの横の長さは１０－４＝６cm なので，左に回転してＡの直方体の上にのせます。 

 すると，たて５cm，横４cm，高さ６＋６＝１２cm の直方体になります。 

 従って，式は５×４×（６＋６）＝５×４×１２＝２４０となります。 

 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ Ａ 

横に補助線を引いて，この立体を A と Bの２つの直方体に分けます。 

A はたて５cm 横１０cm 高さ４cm だから，５×１０×４＝２００ 

B はたて５cm 横４cm 高さ２cm だから，５×４×（６－４）＝４０ 

A と B を足して ２００＋４０＝２４０ だから，答えは２４０cm３になります。 
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４ 下のような形の体積をいろいろな方法で求めましょう。 

 

（例１） 

（式）  ８×１５×４＋（１２－８）×１０×４ 

    ＝４８０＋１６０ 

    ＝６４０ 

（答え）（ ６４０cm３ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例２） 

（式）１２×１５×４－（１２－８）×（１５－１０）×４＝７２０－８０＝６４０ 

（答え） （ ６４０cm３ ） 

 

   

 

 

                            

                      

 

５ 次の問いに答えましょう。 

 （１） 立方体の体積が１ｍ３のとき，１辺の長さはいくらになりますか。 

 

                           答え（  １ｍ    ） 

               

（２）１ｍ３は何 cm
３ですか。式を立てて答えを求めましょう。 

 

（式）  １ｍ＝１００ｃｍ 

１ｍ３＝１００×１００×１００＝１００００００ 

（答え） （１００００００cm３） 

       

  

 

 

（３）右の直方体の体積を求めましょう。 

 

（式） ０．７×１．４×０．６＝０．５８８ 

（答え）（  ０．５８８ｍ３   ） 

                            

 

 

横に補助線を引いて，二つの直方体に分けます。 

Ａの直方体の式は，８×１５×４＝４８０です。 

Ｂの直方体のたての長さは，１２－８になるので，

体積を表す式は（１２－８）×１０×４＝１６０です。 

２つの直方体をたすと，４８０＋１６０＝６４０と

なります。 

まず点線で囲まれた長方形（Ｃ）も含んだ全体の体積を求めます。式は１２×１５×４＝７２０です。 

 次に，点線で囲んでいる小さな直方体（Ｃ）の体積を求めます。たてが１２－８，横が１５－１０で

すので，体積を求める式は，（１２－８）×（１５－１０）×４＝８０です。 

 全体の体積から 点線で囲んでいる小さな体積を引くと，７２０－８０＝６４０となり，この体積が

求められます。 

 １ｍは１００ｃｍなので，１ｍ３は １００×１００×１００となります。 

 立方体，直方体の体積は，辺の長さが小数であっても計算

をして，求めることができます。 
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